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　花
嫁
衣
裳
に
身
を
包
み
、良
縁
へ
の
感
謝
と
末
永
い
幸
せ
を
祈
っ
て
お
参
り
を
す
る―

。

　能
代
鎮
守
日
吉
神
社
の
「
嫁
見
ま
つ
り
」は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
晴
れ
着
参
詣
の
風
習

を
受
け
継
ぐ
、全
国
で
も
珍
し
い
ま
つ
り
で
す
。
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室町時代
　
天
文
２
年（
１
５
３
３
年
）、日
吉
神
社

に
神
様
が
奉
安
さ
れ
た
旧
暦
４
月
の「
中

の
申
」の
日
が
、
中
の
申
祭
の
起
源
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
祭
り
の
日
に
は
、
正
装
の

初
嫁
や
、
晴
れ
着
姿
の
子
ど
も
、
若
い
女

性
が
参
詣
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。

大正～昭和初期昭和48年頃～
　
中
の
申
祭
に
は
、
出
店
が
並
び
、
新
妻

は
人
力
車
に
乗
っ
て
参
拝
。
そ
の
姿
を
見

よ
う
と
、
参
拝
客
が
集
ま
り
、
女
の
子
た

ち
も
一
番
良
い
着
物
を
着
て
神
社
へ
向
か

う
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
心
待
ち

に
す
る
ハ
レ
の
日
で
し
た
。

　
戦
後
途
絶
え
て
い
た
風
習
が
、
先
代
宮

司
の
「
後
世
に
伝
え
た
い
」と
い
う
熱
意

に
よ
り
復
活
。
花
嫁
た
ち
が
行
列
を
組

ん
で
参
道
を
歩
く
現
在
の
形
が
生
ま
れ
、

「
嫁
見
ま
つ
り
」
の
名
が
定
着
し
て
い
き

ま
し
た
。

平成12年頃～
　
現
在
は
、
観
光
協
会
と
の
連
携
が
深

ま
り
、
縁
日
や
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
着
物
行
列
も

加
わ
っ
て
、
花
嫁
だ
け
で
な
く
地

域
全
体
で
祝
う
に
ぎ
や
か
な
ま
つ

り
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
日
吉
神
社
の
ご
祭
神
の
一
つ
で
あ
る

大
国
主
大
神
は
、
縁
結
び
・
良
縁
の
神

様
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
文

献
「
代
邑
聞
見
録
」（
１
７
４
１
年
）に

は
、新
妻
や
新
婿
が
装
束
を
競
い
、境
内

の
愛
宕
神
社
に
詣
で
た
記
録
が
残
り
、

明
治
10
年
の
遐
邇
新
聞
に
も
良
縁
を
求

め
て
着
飾
っ
た
男
女
が
参
詣
す
る
様
子

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、昭
和

48
年
の
北
羽
新
報
で
は
、「
嫁
見
ま
つ

り
」が
復
活
し
た
際
、戦
後
初
め
て
の

こ
の
行
事
を
見
よ
う
と
多

く
の
市
民
が
境
内
を
訪

れ
、そ
の
華
や
か
さ

と
初
々
し
さ
に
目

を
見
張
っ
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
い
ゆ
う
も
ん
け
ん
ろ
く

か
　
じ

　室町時代に高貴な女性が祭事に着用してい
た最も格式高い着物が打掛と呼ばれていまし
た。絹地に金糸・銀糸の刺繍や吉祥文様があ
しらわれ、花嫁の美しさを一層引き立てます。
嫁見まつりでは、色鮮やかな打掛をまとった花
嫁たちが新緑の参道を歩く姿が、訪れる人々を
魅了しています。

　実は能代には、日吉神社よりも古い「嫁見祭」の
記録があります。江戸時代の文献「伊頭園茶話」
には、八森あたりの女性たちが杉沢熊野神社（能
代市磐字杉沢）の祭礼に晴れ着で参道を歩き、そ
の姿を見物する人々が集まったことから「嫁祭」と
呼ばれたと記されています。花嫁を見る祭りの原
風景は、この地域に深く根づいていたのです。

うちかけ い ず えん さ わ

愛宕神社跡昭和54年の様子



　嫁見まつり当日、花
嫁たちの着付けを担う
のが秋田県美容生活衛
生同業組合能代支部の
皆さんです。加盟店の
うち13店舗がそれぞれ
花嫁を受け持ち、約１
時間半かけて仕上げて
いきます。「着付けを進

めていくと、花嫁さんの目が輝いていくのがわかるんで
す」と、現支部長の加藤さんは語ります。10年ほど前に
支部長を引き継いで以来、大切にしてきたのは「花嫁さん
を担当する美容師だけではなく、組合員みんなで関わる
こと」。Kids着物行列も、きちんとした技術での着付け
を子どもたちにも感じてほしいという想いがあります。
「子どもの祖父母など多くの方が見に来てくれて、にぎわ
いにもつながっています」。　
　近年は和装での結婚式が減り、着付けの技術を持つ美
容師も少なくなっています。「嫁見まつりのように腕の見
せどころとなるイベントは貴重。この技術を若い美容師
にも伝えていきたい」。花嫁行列で打掛姿が見られる祭
りは全国的にも珍しく、「能代にゆかりのな
い方にもぜひ参加してほしい」と力を込めま
す。美容師の技術と誇りが、嫁見まつりの華
やかさを支えています。

秋田県美容生活衛生同業組合
能代支部長　加藤 妙子さん

能代鎮守日吉神社
宮司　平賀 優子さん

　以前は結婚して1年以内の方だけ
が対象だった嫁見まつり。今では未
婚の方や、結婚10年、20年の節目に
参加される方もいます。「それぞれが
良いご縁となるよう祈願しています」
と平賀宮司は語ります。
　かつて花嫁さんはお母さんや美容
師さんと参加したものですが、ある
年、付き添いが来られなくなった花
嫁さんが旦那様と一緒に歩きました。
　それが好評を呼び、今では夫婦で
の行列が定番に。Kids着物行列も始
まり、縁日のにぎわいも年々増して
います。
　一方で、「嫁見まつりは『神事』が
基本。そこは崩さずに守り続けてい
ます」とも。神社の祭典は地域と結
びつくもので、にぎわいの中心にあ
るのは、地域の安寧を願う祈りです。
「まずは地域の方にお参りに来てほし
い。当日は能代まち歩き案内人によ
る境内の案内もありますので、ぜひ
楽しんでください」。神事としての祭
りを守りながら、もっと
多くの人に知ってもらい
たい。その想いが静かに
伝わってきました。

お杉音頭

Kids着物行列縁 日社殿でお祓いを受ける
花嫁さんたち

令和６年参加
齋藤プラジャパティ小夜里 さん

さ よ り

　高
校
時
代
を
能
代
で
過
ご
し
た
小
夜
里
さ
ん
。

友
人
が
花
嫁
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
嫁
見
ま
つ
り
を
知
り
、
参
加
を
決
意
。
一
度
は

コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
満
を
持
し
て

令
和
６
年
に
夫
の
サ
ジ
ス
さ
ん
と
参
加
し
ま
し
た
。

　結
婚
式
を
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
お
二
人
に
と
っ

て
、
神
社
へ
の
参
拝
は
人
生
の
節
目
を
実
感
す
る

貴
重
な
機
会
に
。
日
本
語
が
話
せ
な
い
サ
ジ
ス
さ

ん
も
、
他
の
カ
ッ
プ
ル
や
地
域
の
方
々
に
温
か
く

迎
え
ら
れ
、
餅
つ
き
体
験
や
テ
レ
ビ
の
取
材
な
ど
、

す
べ
て
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。「
参

加
前
は
形
式
的
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し

た
が
、
想
像
以
上
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
心
が
温
か

く
な
る
時
間
で
し
た
」と
小
夜
里
さ
ん
。

　当
日
の
写
真
を
見
返
し
な
が
ら
、
今
も
ご
夫
婦

で
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
今

後
参
加
さ
れ
る
方
に
対
し
て
は
、「
こ
れ
か
ら
先
も

ふ
と
思
い
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
素
敵
な
一
日

に
な
る
と
思
い
ま
す
！
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

令和８年5月23日㈯
14：00～19：00　日吉神社境内

14：00頃

16：00頃

16：45頃

17：20頃

17：30頃

18：50頃

縁日開始
（屋台、スイーツ販売など）

嫁見行列
（鳥居から社殿へ）

嫁見行列
（社殿から鳥居へ）

～中の申祭　宵祭～

奉納「お杉音頭」

Kids着物行列

撮影チャンス

※お車でお越しの方は、山本地域振興局駐車場をご利用ください。
　能代市役所駐車場も利用できます。

　嫁見まつりでは打掛姿の花嫁たちが、良縁感謝
と末永い幸福を祈願するため、参道を歩きます。
近年は幸せな結婚を願う未婚女性も参加していま
す。フォトコンテストも開催しますの
で、ぜひお越しください。

▶問合せ　能代観光協会　℡88-8802

写真提供：能代観光協会　取材協力：ジーアイトレース株式会社（能代市地域おこし協力隊）

◀能代まち歩き案内人　
　の会による境内ミニ
　ツアーも開催！

井坂記念館も特別開館！▶
館長自ら熱意を込めて
ご案内します。
※開館時間を19時まで延長します。


